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Gemini API設定

Gemini APIキーをコピーペースト

Gemini APIキーの作り方

Gemini設定
https://www.anrealtwin.com/general-clean



AIエージェント設定
(モデル選択)

用途に応じたモデルを選択
適宜タブで切り替え可能



AIエージェント設定
(モデル選択)

AIエージェントが論文全体を参照
するか、表示しているチャプター
のみ参照するかを切替

消費トークン量節約に、



API料金の目安 *このチェックは有料へ切り替
えるものではありません。有
料の場合の金額目安が表示で
きるモードです。 

*有料Tierへの切り替えは
Google AI studioから行うこ
とができます。

有料Tierの場合の月額の使用
金額の目安を示すことができ
るウインドウ。実際の請求額
とは月初計算日や為替レート
などにより異なることがある



投稿規定を登録

Journal投稿規定のURLを入れて解
析しておくとAIが要約して把握し
ます。AIチャットのエージェントが
適宜変更してくれるでしょう。



論文を書き始めよう

チャプタータイトル

チャプターのタイトルを作る (例: Title, Abstract, Introduction…)



Manuscriptと草稿案の切り替え

編集モードと清書モード 清書モードへ切り替えると文献やFigure, Tableの番号が登場順に並べ変わる



草稿案を日本語で書いて、

“Generate Manuscript”ボタンで
AIが草稿を英語原稿へ



AIエージェントと共に

AIエージェントは使えば使うほ
ど、著者を理解する。そして論文
そのものを直接書き換えたり、テ
ーブルを整えたり、なんでも相談
できる助手となる。



引用文献を探そう

原稿のテキストを選択反転し、右クリック
メニューから”🤖文献さがして!”  

→AIがリストアップします。



チェックした文献を、登録すると

本文に引用文献プレースホルダーが挿入される



清書モードでは引用文献は登場順に番号が表示される

本文に引用文献プレースホルダーが挿入される



Referencesのチャプターは清書
モード切り替え時に自動作成 

投稿規定のCitation styleに



引用文献一覧はタブメニュー、”引用文献管理”でチェック。”要確認”は必ず更新ボタンで確認し、
ファクトチェックを。



Figureをアップロードしよう

メインウインドウ右のタブメニュー: ”Figures”をクリック

このウインドウに作成したFigureをドラッグ&ドロップでア
ップロードすると、リストで確認できる。



Figure プレースホルダーを原稿に入れる

サブ項目 (Figure 1A)などの”A” を入力

プレースホルダーが挿入される

清書モードで登場順に採番、変換される



Figure1つにつき１つチャプターが自動作成される



FigureManager

Figure managerでFigureは一括管理。
Figure LegendもAIが自動作成できる



Tableを作成しよう

メインウインドウ右のタブメニューTablesのウインドウにxlsx, csv
をアップロード。 

”Make Table”で新規作成も可能。 

プレースホルダーの仕組みはFigureと同様



TableのレイアウトもAIが修正

Table LegendはAIが自動作成



Authorの管理

自分のAuthorリストから、今回の論文に加える
著者を選択

いつものメンバーはAuthor リストに登録



“Authors”はワンクリックで出来上がり



Cover Letter作成

ジャーナルの名前さえ入れれば、
Cover Letterは自動作成



剽窃チェック

AIが書いた文章は剽窃も大切。 

AIが剽窃チェック。



Wordファイルへエクスポート

清書モードの表示のまま、Word (.docx)
ファイル形式へエクスポート


